
移植センター                  センター長 藤原 拓造（腎臓移植外科医長） 

 

● 活動目的 

１． 当院は臓器移植に関わる業務を施行しており、院外の関連機関とも連携し移植医療に関する情報

を社会一般に発信し啓発活動を行っています。 

 

● 活動状況 

１． HLA 検査施設としての活動；当院は腎移植施設だけではなく、岡山県の HLA 検査施設および日本

臓器移植ネットワークの特定移植検査センターに指定されており、その業務を行っています。 

1） 生体腎移植前のドナー、レシピエントの免疫学的評価―ヒト白血球抗原（HLA）タイピング、リン

パ球交叉試験（直接細胞障害性検査及びフローサイトメトリー法）、抗 HLA 抗体スクリーニング・

同定検査、ABO不適合移植の際の抗 A,B 抗体の力価の測定など―を行っています。 

2） 献腎移植登録時の HLA タイピング、血清の保存。１年ごとの登録更新時に血清の交換、保存。 

3） 岡山県及び近県で臓器提供があった場合、日本臓器移植ネットワークの要請の基づき、当院で

ドナーの HLA タイピング、レシピエント候補との交叉試験を行い、臓器移植ネットワークに報告し

ています。 

4） 腎移植レシピエントの抗 HLA 抗体モニタリング検査を移植後１年毎に行っています。 

 

2020 年度の移植関連検査 

   件数 

⚫ 献腎移植登録希望者新規登録時のＨＬＡタイピング 28 

⚫ 生体腎のＨＬＡタイピング（ドナー＋レシピエント）       50 

⚫ 生体腎移植リンパ球クロスマッチ （CDC、FCXM） 31 

⚫ 抗 HLA抗体検査（スクリーニング・特異性同定） 275 

⚫ 移植ドナー検査（脳死+心停止）  
 

山口：1 件 岡山：4 件 兵庫：1 件 香川：1 件 
 

ＨＬＡタイピング 9 

クロスマッチ数（レシピエント候補数） 321 

外部精度管理;  

移植学会（2020 年 4 月実施） 
 

組織適合性学会（2020 年 4 月実施）  

 

２． レシピエント・コーディネーターの活動； 臓器移植医療とはドナーとレシピエントの存在によって成

立するという特殊性のため、レシピエント・コーディネーターは、医療チームと患者・家族の間に立ち、

臓器移植プロセスを円滑に実施できるように調節する専門職です。 

1) 生体腎移植の際には、移植前のドナー、レシピエント評価より関わり、ドナーの意思確認、意思

決定などを援助します。移植が決まった際にはドナー、レシピエント及びその家族に、移植医療

の実際を具体的、総合的に説明し円滑に移植が行われるように支援します。 

2) 腎移植外来でレシピエントのフォローに関わり、患者の身体的管理、精神的援助を行います。 

 

３． 公益財団法人岡山臓器バンク、公益社団法人日本臓器移植ネットワークと連携し移植医療一般の

啓蒙、脳死下・心停止後の臓器提供が円滑に施行できるように社会活動を行っています。 

1) 県臓器バンクの移植コーディネーターと密に連携し献腎移植が円滑に行えるように準備してい

ます。 

2) 県臓器バンクのコーディネーターと共同で腎移植医療の実際、献腎移植の登録法などについて

の講演会を透析施設で行っています。 

3) 県臓器バンク主催の臓器移植に関する講演会、啓蒙活動を支援しています。 

 

● 研究業績 

腎臓移植外科の研究業績と同一。 
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